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(57)【要約】
【課題】電撃用通電線を利用する防鳥具取付装置として
、配線施工操作が容易で、施工に要する時間及び労力を
低減でき、熟練を要さずに高い施工能率が得られるもの
を提供する。
【解決手段】取付基体Ｍに接着又はねじ止めする略板状
の取付チップ１に、電撃配線用の碍子部材２を保持させ
る碍子保持部が一体形成されてなり、該碍子保持部は、
前記碍子部材２の両側面部に対して摺動可能に凹凸係合
する両側一対のスライド嵌合部１７，１７にて構成され
てなる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　取付基体に接着又はねじ止めする略板状の取付チップに、電撃配線用の碍子部材を保持
させる碍子保持部が一体形成されてなり、
　該碍子保持部は、前記碍子部材の両側面部に対して摺動可能に凹凸係合する両側一対の
スライド嵌合部にて構成されてなる防鳥具取付装置。
【請求項２】
　前記碍子部材が、平面視で長細い形状を備え、その長手方向とこれに直交する方向との
二方向に沿う各複数本の電撃線に対応した電撃線挿通孔を備える請求項１に記載の防鳥具
取付装置。
【請求項３】
　前記取付チップに、表裏方向に貫通する複数の貫通穴が設けられてなる請求項１又は２
に記載の防鳥具取付装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハトやカラスを始めとする鳥類による糞害や営巣を防止するための防鳥具の
取付装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、市街地での鳥類による被害が多発しており、特に高架橋下、看板や広告塔、電柱
、建物のベランダや屋上、ビルの窓枠部、屋根付き駐車場、工場や倉庫、神社や仏閣等で
は、飛来したハトやカラス等が巣作りしたり、糞を撒き散らして周辺を汚すことが大きな
社会問題になっている。
【０００３】
　そこで、防鳥対策として、従来より、鳥が留まり易い部位や営巣し易い部位にピンを剣
山状に設置する方法（特許文献１～４）、建物やベランダ等の開口部に侵入防止用のネッ
トやワイヤーを張り巡らす方法（特許文献５～８）、鳥が留まり易い部位に沿って電撃用
の通電線を配線する方法等が一般的に採用されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平８－１７３００６号公報
【特許文献２】特開平１１－２８９６４４号公報
【特許文献３】特開２００１－３５２８９２号公報
【特許文献４】特開２００６－７５０３６号公報
【特許文献５】特開２００１－１６４６７３号公報
【特許文献６】特開２００２－１８６４０４号公報
【特許文献７】特開２００３－１１６４４５号公報
【特許文献８】特開２００６－３７６５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前記従来の防鳥対策では、防鳥手段毎に専用の取付装置を用いることに
なるが、剣山状のピンの設置、ネットやワイヤーの張設、更には電撃用通電線の配線等の
作業に多大な手間及び時間を要して施工能率が悪く、またそれぞれの施工操作を習熟する
のに時間と労力を要するという問題があった。
【０００６】
　本発明は、上述の事情に鑑みて、特に電撃用通電線を利用する防鳥具取付装置として、
配線施工操作が容易で、施工に要する時間及び労力を低減でき、熟練を要さずに高い施工
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能率が得られるものを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の請求項１に係る防鳥具取付装置は、図面の参照符
号を付して示せば、取付基体Ｍに接着又はねじ止めする略板状の取付チップ１に、電撃配
線用の碍子部材２を保持させる碍子保持部が一体形成されてなり、該碍子保持部は、前記
碍子部材２の両側面部に対して摺動可能に凹凸係合する両側一対のスライド嵌合部１７，
１７にて構成されるものとしている。
【０００８】
　請求項２の発明は、上記請求項１の防鳥具取付装置において、前記碍子部材２が、平面
視で長細い形状を備え、その長手方向とこれに直交する方向との二方向に沿う各複数本の
電撃線３に対応した電撃線挿通孔２１ａ～２１ｃを備える構成としている。
【０００９】
　請求項３の発明は、上記請求項１又は２の防鳥具取付装置において、前記取付チップ１
に、表裏方向に貫通する複数の貫通穴１４・・・（孔１１，ねじ止め穴１５）が設けられ
てなる構成としている。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１の発明に係る防鳥具取付装置によれば、取付チップを建物等の取付基体に対し
て接着又はねじ止めすることで簡単確実に固定できる共に、碍子部材をその取付チップに
スライド操作することによって簡単に着脱することができる。それがために、電撃用通電
線の配線施工操作が容易となり、施工に要する時間及び労力を低減できる共に、熟練を要
さず施工することができるため、高い施工能率を発揮することができる。
【００１１】
　請求項２の発明によれば、平面視で長細い形状の碍子部材に、その長手方向とこれに直
交する方向に沿う各複数本の電撃線に対応する電撃線挿通孔を有するから、取付チップに
保持させる当該碍子部材の向きを縦横に選択することにより、周辺状況に応じて電撃配線
幅を広狭いずれかに設定できる。
【００１２】
　請求項３の発明によれば、取付チップが表裏方向に貫通する複数の貫通穴を備えるから
、取付基体に対して当該取付チップを接着剤によって固着する際、接着剤が貫通穴に入り
込んで固化し、そのアンカー作用で当該取付チップの固着強度が格段に増大する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態に係る防鳥具取付装置の取付チップの斜視図である。
【図２】同取付チップの縦断面を示し、（Ａ）は図１のＡ－Ａ線の断面矢視図、（Ｂ）は
図１のＢ－Ｂ線の断面矢視図である。
【図３】同取付チップの取付基体に対する固着状態を示し、（Ａ）はねじ止めによる固着
状態の縦断正面図、（Ｂ）は接着による固着状態の縦断正面図である。
【図４】同防鳥具取付装置による防鳥用電撃配線に使用する碍子部材を示し、（Ａ）は側
面図、（Ｂ）は正面図、（Ｃ）は縦断正面図である。
【図５】同防鳥具取付装置を利用した電撃配線例を示す斜視図である。
【図６】同電撃配線例における碍子部材の取付部分を示し、（Ａ）は縦断側面図、（Ｂ）
は縦断正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明に係る防鳥具取付装置の実施形態について、図面を参照して具体的に説明
する。
【００１５】
　図１及び図２（Ａ）（Ｂ）は、防鳥具取付装置の取付チップ１を示す。この取付チップ
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１は、全体が硬質合成樹脂成形物からなり、平面視正方形の板状ベース部１０の上面中央
に、フック係着部を構成する下向きコ字枠状の差込みゲート１２が突設され、該板状ベー
ス部１０が差込みゲート１２の前後両側で膨出部１０ａ，１０ａによって厚肉化すると共
に、この前後の膨出部１０ａ，１０ａに、一対の孔１１，１１が上下方向に貫設され、ま
た該板状ベース部１０の上面左右両側に、碍子保持部を構成する一対のスライド嵌合部１
７，１７が立ち上げ形成されている。
【００１６】
　しかして、孔１１は、板状ベース部１０の上面側では前後方向に沿う長孔として開口す
ると共に、同下面側では丸孔として開口しており、図２（Ａ）に示すように、差込みゲー
ト１２側の内側面部が垂直で、反対側の内側面部が傾斜した形になっている。また、差込
みゲート１２の出口側となる後端側の上縁部１２ａが後方へ突出している。
【００１７】
　一方、碍子保持部の各スライド嵌合部１７は、前後方向に沿う垂直壁部１７ａの前後両
側部に、上端から内向きに突出する係合片１７ｂ，１７ｂを一体形成したものであり、そ
の垂直壁部１７ａには前後両端面から斜め上向きに凹入するネット仮止め用溝１６，１６
が設けられている。なお、本実施形態におけるネット仮止め用溝１６，１６は、設けても
よいし設けなくてもよい。
【００１８】
　さらに、板状ベース部１０には、各係合片１７ｂの下方位置と差込みゲート１２の下方
位置との計５箇所に、前後方向に長い略矩形の貫通穴１４・・・が設けられると共に、図
２（Ｂ）に示すように、差込みゲート１２と左右の垂直壁部１７ａ，１７ａとの間に、円
形で上方へ拡径したねじ止め穴１５，１５が開設されている。そして、板状ベース部１０
の左右側縁は、上半部１３ａを傾斜面として厚みを約半分に減じている。
【００１９】
　なお、取付チップ１の通常のサイズは、板状ベース部１０の一辺が２０～５０ｍｍ程度
、該板状ベース部１０の膨出部１０ａ以外の厚みが１～３ｍｍ程度、差込みゲート１２及
びスライド嵌合部１７の板状ベース部１０下面からの高さが５～１０ｍｍ程度、にそれぞ
れ設定される。
【００２０】
　このような取付チップ１を防鳥部位の取付基体に止着するには、図３（Ａ）に示すよう
に木製の取付基体Ｍ１に対し、ねじ止め穴１５，１５を利用して木ねじＮによってねじ止
めするか、もしくは図３（Ｂ）に示すように各種材質の取付基体Ｍ２に対し、例えばエポ
キシ系接着剤の如き主剤と硬化剤とからなる二液性ボンド等の接着剤Ｓによって接着固定
すればよい。後者の接着固定では、接着剤Ｓが貫通穴１４・・・，孔１１，１１及びねじ
止め穴１５，１５に入り込んで固化することでアンカー作用を発揮するから、当該取付チ
ップ１は固着強度が格段に増大して剥落しにくくなる。
【００２１】
　以上のように構成される防鳥具取付装置の取付チップ１を防鳥用電撃配線に適用する場
合、図４（Ａ）～（Ｃ）に示すような碍子部材２を用いる。この碍子部材２は、側面視が
略６０°短軸に沿って半割した形で、底面外形が略２５°楕円をなし、底面側に開放した
硬質合成樹脂中空成形物からなり、左右両側面で大小の二等辺三角形の各頂点をなすよう
に配置した外側及び内側各３つの電撃線挿通孔２１ａ，２１ｂが左右方向に貫通し、前後
方向にも上下２つの電撃線挿通孔２１ｃが貫通している。そして、この碍子部材２には、
図５の如く取付チップ１に嵌着させるために、左右両側面の下部に前後方向に沿うスライ
ドガイド溝２２，２２が形成されると共に、前端下部に中空内部２０へ連通して下方に開
く矩形開口部２３が設けられ、また後部の下方突出によって前方に臨むストッパー段部２
４が形成されている。
【００２２】
　すなわち、各碍子部材２は、図６（Ａ）（Ｂ）に示すように、電撃配線を施す取付基体
Ｍの要所に予め止着した取付チップ１に対し、そのスライド嵌合部１７，１７の間に下部
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が入り込むように前方側からスライド嵌合操作する。これにより、取付チップ１のスライ
ド嵌合部１７，１７の係合片１７ｂ，１７ｂが碍子部材２の両スライドガイド溝２２，２
２に嵌入し、碍子部材２のストッパー段部２４が該取付チップ１の板状ベース部１０の端
縁に当接することで、碍子部材２はより以上の前方移動が不能な位置決め嵌着状態となる
。なお、取付チップ１の中央部で突出する差込みゲート１２は、碍子部材５に干渉せずに
矩形開口部２３から図６（Ｂ）の如く中空内部２０へ入り込むので、スライド嵌合操作の
支障にならない。
【００２３】
　このような碍子部材２と取付チップ１を用いた電撃配線は、碍子部材２・・・に通した
裸導線である電撃線３に通電し、これに留まろうとした鳥に軽い電気ショックを与えて嫌
忌効果を得るものである。しかして、図５及び図６では碍子部材２の左右両側面における
小さい二等辺三角形の各頂点をなす内側３つの電撃線挿通孔２１ｂに電撃線３を挿通した
状態を例示しているが、この碍子部材２によれば３通りの配線パターンを選択できる。す
なわち、ハトやカラス等の大型鳥類を対象とする場合は大きい二等辺三角形の各頂点をな
す外側３つの各電撃線挿通孔２１ａを通した相互間隔の大きい３本配線パターンとし、小
型鳥類を対象とする場合は図示した相互間隔の小さい３本配線パターンとすればよい。ま
た周辺状況等から三角形配置の３本配線パターンとする空間的余裕がない場合は、図６の
仮想線で示すように、前後方向に沿う上下２つの電撃線挿通孔２１ｃを利用した上下２本
の配線パターンを採用できる。なお、電撃線３は、鳥を感電させる上で少なくとも１本を
アース線として複数本を必要とする。また、図６の仮想線で示す上下２本の配線パターン
では、三角形配置の３本配線パターンとは碍子部材２の向きが９０度異なるから、これに
対応して予め取付基体Ｍに止着する取付チップ１の向きも変わることになる。
【００２４】
　以上説明した本実施形態に係る防鳥具取付装置によれば、建物等の取付基体Ｍに取付チ
ップ１を接着又はねじ止めすることで簡単確実に固定できる共に、碍子部材２をその取付
チップ１にスライド操作することによって簡単に着脱することができる。それがために、
電撃用通電線の配線施工操作が容易となり、施工に要する時間及び労力を低減できる共に
、熟練を要さず施工することができるため、高い施工能率を発揮することができる。
【００２５】
　なお、本実施形態において例示した取付チップにおける取付チップの板状ベース部にお
ける貫通穴の数、穴形状、形成位置等、細部構成について実施例以外に種々設計変更可能
である。また、電撃配線用の碍子部材と取付チップとのスライド嵌合部は、その凹凸関係
が実施形態とは逆であってもよい。さらに、碍子部材における全体形状、電撃線挿通孔の
数と配置についても、例示以外に種々設定可能である。
【符号の説明】
【００２６】
１　　　　　　取付チップ
１０　　　　　板状ベース部
１１　　　　　孔（貫通穴）
１４　　　　　貫通穴
１５　　　　　ねじ止め穴（貫通穴）
１７　　　　　スライド嵌合部（碍子保持部）
２　　　　　　碍子部材
２１ａ　　　　電撃線挿通孔
２１ｂ　　　　電撃線挿通孔
２１ｃ　　　　電撃線挿通孔
３　　　　　　電撃線
Ｍ　　　　　　取付基体
Ｍ１，Ｍ２　　取付基体
Ｓ　　　　　　接着剤
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